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A.研究目的 

パーキンソン症候群（PS）のなかでも臨床的に

進行性核上性麻痺(PSP)や大脳皮質基底核変性症

(CBD)を疑う症例を主な対象として，詳細な臨床

情報の整った生体試料を経時的変化を把握しな

がら All Japan で収集する体制を整備し，PSP/CBS

の原因究明，治療方法の開発を目的としている． 

 

B.研究方法 

本研究班の班員，ならびに，研究班には属さな

いが，PS 研究を積極的に進めている施設にも協力

を依頼し，PS などの臨床情報，画像，生体試料，

遺伝子試料を収集する多施設共同前向き研究体

制の整備を行った． 

(倫理面への配慮) 

本研究は，疫学研究に関する倫理指針，臨床研

究に関する倫理指針，ヒトゲノム・遺伝子解析研

究に関する倫理指針について鳥取大学医学部倫

理委員会に申請し，承認を得て行った． 

 

C.研究結果 

本研究に関して鳥取大学医学部倫理委員会に 

申請して承認を受け，参加各施設の倫理委員会で

本研究の承認を進めた． 

本研究に参加している主なメンバーを構成員

として多施設での PS の臨床情報・画像情報・生

体試料を収集する多施設共同前向き研究を行う

研究組織として JALPAC (Japanese 

Longitudinal Biomarker Study in PSP and 

CBD)を設立した．関係者による 8回の会議を開

催し，生体試料の匿名化，対象疾患の診断基準，

臨床情報チェックシート，検体採取・取り扱い，

保管・管理のプロトコール，収集した試料の活用

ルールなどを協議し，研究体制を整備した（図 1）．  

本研究には 31 施設が参加し，20 施設において

倫理委員会の承認を受けている（図 2）．平成 26

研究要旨 
パーキンソン症候群(PS)には，進行性核上性麻痺(PSP)や大脳皮質基底核変性症(CBD)などの神経変性
疾患が含まれる．これらの神経変性疾患は，原因不明で根治療法は未だない．希少疾患であることか
ら多数例の生体試料収集は困難であり，更なる臨床研究を進めるには，詳細な臨床情報が整った生体
試料の収集とともに生体試料バンクの設立が要望されている．本研究に参加している主なメンバーを
構成員として多施設での PS の臨床情報・画像情報・生体試料を収集する多施設共同前向き研究を行
う研究組織として JALPAC (Japanese Longitudinal Biomarker Study in PSP and CBD)を設立し，
詳細な臨床情報の整った生体試料を経時的変化を把握しながらAll Japanで収集する体制を整備した． 
 



年 11 月より症例の登録，ならびに，試料収集を

開始し，4 例の症例を登録し，臨床情報，ならび

に，生体試料を収集した

 

図 1．JALPAC

 

図 2．JALPAC

 

D.考察 

生体試料収集体制の整備によって，詳細な臨床

情報の揃った生体試料を共通のプロトコールに

基づいて収集する体制が整った．

て多数例の臨床情報と生体試料が収集されるこ

とによって

発に貢献できることが期待される．

 

E.結論 
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